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地域に貢献
茂原中央ロータリークラブ寄贈

たくさんの“まごころ”が集まりました
長寿クラブ連合会が「まごころ募金」を寄付

人生100年時代　今、地域に求められるもの
NPO法人ナルク茂原「いちごの会」設立20周年記念事業シンポジウム

災害時に情報伝達や救助を円滑に
災害時における地図製品等の供給等に関する協定を締結

▲左から田中市長、神明会長、武田幹事、横堀ロータリー財団委員長

▲集まった募金は市内の福祉活動に役立てられます

▲パーティションなどで感染対策に配慮しました

▲協定書を掲げる田中市長（左）と吉川支社長（右）

茂原中央ロータリークラブ（神明重美会長）より、発
電機３台を寄贈していただきました。

田中市長は、「避難所開設時だけでなく平時の地域活
動でも活用していきたい」と感謝の言葉を述べました。

なお、発電機は五郷福祉センター、鶴枝小学校、市
民体育館に配備されます。

茂原市長寿クラブ連合会（中村新会長）は、年間を
通じて会員から寄せられた59万979円の「まごころ募金」
を茂原市社会福祉協議会の「歳末たすけあい運動」へ
寄付しました。

この活動は昭和52年に「1円玉募金」として始まり、
連合会に加盟する市内の老人クラブ59団体1,742人の会
員が協力。市役所で山積みになった硬貨の仕分け作業
を行った後、寄付目録の贈呈が行われました。

NPO法人ナルク茂原「いちごの会」（松永徳弥代表）の
設立20周年を記念したシンポジウムが、市役所市民室にて
開催されました。

初めに、NPO法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ
神野毅会長による「高齢者の社会参加とボランティア活動」
と題した基調講演がありました。続いて「超高齢社会と福
祉のまちづくり」をテーマに、茂原市社会福祉協議会鬼島　
義昭会長、神野氏、豊田正斗副市長によるパネルディス
カッションが行われ、参加者はメモを取るなど集中した様
子で討論を聞いていました。

市では、株式会社ゼンリン東京第二支社と、「災害時
における地図製品等の供給等に関する協定」を締結し
ました。

本協定は、災害時に市が効率的に情報処理等を行え
るよう、住宅地図等の利用方法を事前に取り決めたもの
です。これにより、最新の住宅地図等の情報を活用で
きる環境が整備され、道路啓開や救助等の対応が、よ
り迅速に行えるようになります。
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